
現在の脳卒中リハビリテーションにおいて、下肢装具の使用は必要不可欠なものになりつつありま

す。よりよい装具療法や退院後の十分なフォローアップのためには、単独の施設のみの介入では難

しく、他職種・他施設・地域が協力していくことが重要と考えます。そこで、知識・情報の共有を

通して、装具の作製から、退院後のフォローアップを支える仕組みづくり・「顔の見える連携」の

構築が出来ればと考えております。

520 月

19：30～ 21：00

定員：　　　　名

主催 NPO法人　FSA　装具連携の会

講義
グループ

ワーク

Contents

『佐賀装具連携の会』

（佐賀大学鍋島キャンパス内）

－第 1回－

参加費

無料

（受付開始 19：00～）
19：30～ 20：15
『下肢装具の現状とこれから』　
　講　師：遠藤 正英　先生
　　　　　　（桜十字福岡病院）

20：15～ 20：30
『福岡における装具連携』
　講　師：大澤 達也　先生
　　　　　　（桜十字福岡病院）

20：30～ 21：00

テーマ

佐賀における装具連携（仮）

お申込          hagakure2012pt＠gmail.com　( 担当：吉竹陽介 )

佐賀大学医学部臨床小講堂
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◆申込み方法：下記の Eメールアドレスに件名「装具連携の会申込み」と記載し、1. 氏名　

　　　　　　　2. 職種　2. 所属施設名を明記して送信下さい。


